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研究成果の概要（和文）：平城京の大安寺文化圏は、唐の長安西明寺の玄奘・道宣・道世等の学

問と文学を受け継ぎ、唐僧・思託による鑑真伝三部作を軸に、今日の考証学の源流となる律令

学・仏教学・文学諸学の学問の基盤を築いた。その出典体系は、最澄・善議を経て、平安朝以

降の古注釈・古辞書・説話集に継承される。在俗仏教徒・文人でもあった律令官人と寺院のネ

ットワークがこれを担い、仏伝の世界観と仏教東流の歴史観を構築して律令国家体制を支えた

のである。 
 
研究成果の概要（英文）：Scholarship and literature of the Daian Monastery cultural area 
in Nara inherit those elaborated by Tang period Chinese monks such as Xuanzang (Jp. Sanzō, 
602-664), Daoxuan (Dōsen, 596-667), Daoshi (Jp. Dōse, ?-683) from Ximing Monastery in 
Chang'an. They devolop along the three biographies of Jianzhen (Jp. Ganjin, 687-763) 
thanks to the Chinese monk Situo (Jp. Shitaku, 749-806), and passing through Saichō 
(767-822) and Zengi (729-812) in Heian period, they are inherited systematically in 
lexicography and tale anthologies, ranging from jurisprudence, to buddhism and to 
literature. This happens thanks to buddhist monasteries and to a network of officials 
consisting of lay buddhists and literati. The Daian Monastery cultural area, out of phase 
with Man'yōshū (Collection of Ten Thousand Ages, late 8th cen.) and Nihon ryōiki (Account 
of Japanese Supernatural and Strange Stories, 810-824 ca.), was supported by the system 
of centralized state estabilished under the ritsuryō legal codes and by the organized 
buddhism. 
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１． 研究開始当初の背景 
(1)上代の仏教的な漢詩文の出典が、長安西
明寺関連文献に大きく偏っているのはなぜ

か。これを「大安寺文化圏」＝長安西明寺の
知的体系を受け継ぐ平城京諸寺院間の人的
ネットワークとして捉え、その実態を解明す
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る。 
(2) 長安西明寺の学僧の著作は「抄出」「類
聚」「編纂」された「類聚編纂書」群である。
これ自体が唐代の学問のスタイルであり、大
安寺文化圏はこれを継承するのではないか。 
(3)出典論として従来の語彙出典論・漢語和
語の関係論を越えて、文学の「場」と「出典
テキスト群」、その背後状況の解明を行う。 
 
２． 研究の目的 
鑑真の弟子、唐僧思託撰の鑑真伝①『大唐伝
戒師僧名記大和上鑑真伝』、③『延暦僧録』
の実地踏査と本文研究を軸に、②『唐大和上
東征伝』を含む鑑真伝三部作と大安寺文化圏
の構造を解明し、長安西明寺の学問と文学の
平城京への影響の具体相をあきらかにする。 
②『唐大和上東征伝』のイタリア語訳・スウ
ェーデン語訳を刊行する。 
 
３．研究の方法 
(1)基礎研究。思託撰の｢集成僧伝｣①『広伝』
と③『延暦僧録』の本文研究。②『唐大和上
東征伝』イタリア語・スウェーデン語訳。 
(2)｢類聚編纂書｣の研究。①『広伝』と③『延
暦僧録』出典研究。｢大安寺文化圏｣における
長安西明寺の類聚編纂書群の｢抄出｣と新た
な｢類聚編纂｣の文学営為の具体相をさぐる。 
(3)｢集成僧伝｣の研究。文学の「場」の問題
として、①『広伝』と③『延暦僧録』立伝者
を中心に、平城京の諸寺院間と律令官人のネ
ットワークを分析し、鑑真伝を軸とする大安
寺文化圏の文学活動の様相を明らかにする。 
 
４．研究成果 
鑑真伝を軸とする遺跡踏査・本文研究・注釈
研究・ネットワーク分析の結果、次の成果を
えた。 
(1)平城京の大安寺文化圏は、唐の長安西明
寺の玄奘・道宣・道世等の学問と文学を受け
継ぎ、唐僧・思託による鑑真伝三部作を軸に、
律令学・仏教学・文学の諸分野にわたって展
開する。さらに最澄・善議を経て、平安朝以
降の古辞書・説話集に体系的に継承された。
(2)その担い手は在家仏教徒・文人でもあっ
た律令官人と寺院のネットワークであり、分
析の結果、天皇家・藤原氏寄りの人脈と、律
令学専修の律令官人が浮上し、さらに、『和
名類聚抄』引用書目に『法苑珠林』が活用さ
れていることが判明した（尹仙花「『和名類
聚抄』引用書目の研究―『法苑珠林』を中心
に―」大東文化大学博士学位論文）。 
(3)シンポジウム「上代における『文化圏』
とは何か」を開催、文学研究における「文化
圏」の概念を学際的に議論し共通認識をえた。 
(4)鑑真伝は『万葉集』『日本霊異記』とは位
相を異にして、律令国家と体制的な仏教に支
えられ、天皇・律令官人の伝を在俗仏教徒の

伝として描きだし、仏伝の構造を受け継ぐ世
界観と仏教東流の歴史観を築きあげていた。 
(5)今日の考証学の学問の源流は、大安寺文
化圏の学問と文学に溯ることが確認された。 
(6)『唐大和上東征伝』のイタリア語訳・ス
ウェーデン語訳を完成し、刊行準備中である。 
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